
奈良産業大学

講義科目　授業アンケート結果

設問№

※レーダーチャートの平均は4段階評価　4（そう思う）、3(ややそう思う)、2(あまりそう思わない)、1(そう思わない)
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①授業計画の達成度について

③アンケート全体を通しての自己評価、及び、今後の授業改善計画について

②授業の進め方について

計画達成には、ほど遠い。この科目は、高校学校までの科目にはない
内容なので、学生自身になじみがないことが、要因である。しかし、情
報学に限らず、日常生活を進める上では、必要不可欠の科目である
が、なじみがないという事で、敬遠されている。

なるべく図を多く用いて説明をしているが、受講学生のほとんどが数学
的（論理的）思考が乏しいので、なるべく数学用語をつかないで説明し
ているが、そこには限度があることも事実である。特に、アルゴリズム
の解析等を目指しているが、そこには、離散数学の要素が必然的に入
る。やはり、情報を勉強する学生に限らず、せめて、数１を受講した学
生でなければ、大学での専門教科を理解しがたいと思う。

3.27

アンケート結果からは、すべての項目で、全体平均を下回って
いるのは、非常に残念である。教科書も購入しない学生がいる
し、ノートをとる学生が非常に少ない。それが、この結果に表れ
ていると思う。今後の授業改善計画では、講義の中で、学生に
対し、積極的に、演習を行い、学生自身が、黒板で解答するよう
に指導する。そして、各単元終了後に、小テストを行い、学生の
スキルアップを目指す。
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アンケート結果に対する教員のフィードバックシート
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